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令和８年度「ＤＸステップアップ研修」の実施について 

 

１ 要旨・目的 

デジタル技術を活用した業務効率化等の実践に向けた取組を後押しすることを目的として、

生成ＡＩ等のデジタル技術の活用に関する知識やスキルを習得し、業務での活用を支援する研

修を、昨年度に引き続き実施する。 

 

２ 現状・背景 

県が行った令和７年度ＤＸに関する実態調査によると、県内の民間事業者等のうち、約５割

がデジタル技術の活用を含むビジネス変革の必要性を感じているものの、実際に取り組んでい

る割合は約３割に留まっている。 

また、生成ＡＩの活用について、関心はあるがまだ特に予定はないと回答した割合が２割を

超えており、今後もＡＩ活用のニーズが高まると考えている。 

 

３ 研修概要 

○ 中小企業等が生成ＡIの活用を含むデジタル技術を活用した業務効率化等を実践できるよ

う、参加者のニーズに応じて三つのコースを設け、段階的に学べる研修を実施。 

○ 知識を深めるためのオンライン研修に加え、今年度においては、実践的なスキルを身につ

けるためのハンズオン研修に加えて、受講後に実際の業務でのデジタル活用を後押しするフ

ォローアップ支援を追加実施。 

 

 (1) 対象者 

県内の企業、団体等に勤務している方（研修参加者数：800人） 

※ 特に、ＤＸの具体的な効果がイメージできない方やデジタルに対して苦手意識がある

方、ＤＸの必要性を感じているが取り組めていない方 

※ 受講を検討している方を対象として、７月 15日（水）に講座選択説明会を実施。 

 

(2) 研修内容 

コース 主な研修テーマ 回次・日程 

コース１ 

生成ＡＩを活用

した業務効率化

「基礎から学べ

る生成ＡＩの活

用」 

生成ＡＩの基本と使用

する上でのリスク、活

用方法等 

第１回 令和８年８月 19日（水） 

第２回 令和８年８月 26日（水） 

第３回 令和８年９月２日（水） 

ハンズオン 
（定員 30名） 

令和８年９月９日（水） 
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(3) 開催方法等 

   オンラインにより各回 60分（14時～15時） 

ただし、ハンズオン研修は各回 180分（14時～17時）、対面による（広島市内） 

 

(4) 参加費 

   無料 

 

４ 予算額（一部国庫） 

12,000千円 

※うち物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金：10,000千円 

 

５ 参考（令和７年度研修実績） 

研修を全 13回開催し、参加者数は、延べ 934名であった。 

各回参加者数は次のとおり。 

コース 第１回 第２回 第３回 第４回 

コース１  はじめてのデジタル活用 84名 63名 67名 ― 

コース２  
デジタルツールを活用した 

業務改善 
77名 73名 75名 ― 

コース３  
デジタルツールの活用による

バックオフィスの業務効率化 
103名 77名 86名 ― 

コース４  
デジタル活用による自社の営

業・在庫管理業務等の効率化 
68名 63名 51名 47名 

計 934名 

 

コース２ 

デジタル化や生

成ＡＩを活用し

たバックオフィ

ス業務の効率化

「デジタルで変

わるバックオフ

ィス業務」 

バックオフィス業務に

おける、デジタル化や

生成ＡＩの必要性、デ

ジタルツールを活用し

て自動化する仕組等 

第１回 令和８年９月 16日（水） 

第２回 令和８年９月 24日（木） 

第３回 令和８年９月 30日（水） 

ハンズオン 
（定員 30名） 

令和８年 10月７日（水） 

コース３ 

中小企業のため

の実践ＤＸ入門

「フロントオフ

ィス業務をラク

にするデータ活

用とＡＩ活用」 

フロントオフィス業務

におけるデジタル化や

ＡＩの必要性、売上・在

庫データを可視化して

営業活動や顧客活動に

活かす方法等 

第１回 令和８年 10月 14日（水） 

第２回 令和８年 10月 21日（水） 

第３回 令和８年 10月 28日（水） 

ハンズオン 
（定員 30名） 

令和８年 11月４日（水） 






